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自治体向け健康増進サービス「健康マイレージ」における 
マイナポータル健診情報との連携機能を提供開始 

～民間 PHR事業者との協力によるマイナポータル健診情報の利用価値向上に挑戦～ 
 
株式会社 NTT ドコモ（以下、ドコモ）は、自治体向け健康増進サービス「健康マイレージ」（以下、本サービス）

におけるマイナポータル健診情報との連携機能を、2023年 2月 3日（金）から提供開始いたします。 
 
加えて、今後自治体が、住民の健康増進を目的にマイナポータル健診情報を効果的に活用できるよう、民間の

PHR（Personal Health Record）事業者であるエムスリー株式会社（以下、エムスリー）および株式会社  
ウェルクル（以下、ウェルクル）の 2 社を通じて、マイナポータル健診情報の利用価値をより高め、住民の行動変容
まで実現できる自治体向けサービスを、2023年 9月（予定）から提供開始いたします。 

 
ドコモは、令和 4 年度ヘルスケアサービス社会実装事業費補助金「地域や職域の課題に応えるビジネスモデル 

確立に向けた実証事業」において、2022 年 11 月 29 日（火）から、本サービスとマイナポータル健診情報との 
連携を実証してまいりました。 

 
今回、本サービスがマイナポータル健診情報と連携することで、本サービスを導入する自治体は、国民健康保険

や後期高齢者医療制度に加入する住民に加えて、社会保険などに加入する住民の健診情報を基にしたスコア  
リング及び統計分析が取得可能となり、より網羅的な情報の活用による効果検証および健康増進の取り組みを 
推進できます。 

 
加えて、今後は民間の PHR 事業者との協力により、マイナポータル健診情報の利用価値をより高めてまいります。

第一弾として、エムスリーおよびウェルクルと協力し、マイナポータル健診情報の活用により住民の行動変容を実現 
する機能を、2023年 9月（予定）から追加いたします。サービスのイメージは別紙をご覧ください。 

 
なお、マイナポータル健診情報は、利用者の同意に基づいて取り扱います。 

 
ドコモは、日本における PHR促進に貢献するとともに、壮年期を含めた幅広い年代の行動変容につながる新たな

健康増進 DXの構築を推進してまいります。 
加えて、デジタル田園都市国家構想交付金などの活用による自治体の事業促進、他社との協創による新たな

価値提供に取り組んでまいります。 
 

■「健康マイレージ」のサービスサイト 
https://www.d-healthcare.co.jp/business/kenkou-mileage/ 

 

 

本件に関する報道機関からのお問い合わせ先 

株式会社 NTT ドコモ ヘルスケアサービス部 
ウェルネスビジネス地域連携 kenko-mileage.contact@ml.nttdocomo.com 

トピックス 
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PHR事業者との取り組みについて 

 
【エムスリーとの連携による自治体向けサービス】 
エムスリーが提供する、健診情報から生活者の余命と健康スコアを予測する健康指標「EBHS（Evidence 
Based Health Score）Life」※を算出し、自治体全体の健康指標として活用することが可能となります。 
住民の居住地域や検査値ごとにどのような健康状態になっているか見える化し、どのようにそれらが変化していくのか
の観測を想定しています。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「EBHS（Evidence Based Health Score）Life」※の算出レポートイメージ 

 
 

別紙 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「EBHS（Evidence Based Health Score）Life」※の算出レポートイメージ 
 
 

 
※ エムスリー社が提供する、健診結果や生活習慣を元に生活者の余命と健康スコアを予測する健康指標 

サービスです。詳細は以下のエムスリー社のリリースをご参照ください。  
https://corporate.m3.com/assets.ctfassets.net/1pwj74siywcy/4aDDDIlUIVTsLEBXOYjlQ
v/e8426d6241dc06bc871db93bbe3b8d92/20221031_Public_J.pdf 
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【ウェルクルとの連携による住民向けサービス】 
ウェルクルが健診情報を活用して「心臓血管病の進行度」の推定、および「健康アドバイス」を還元するノウハウを
活用して、住民の健康増進を促進することに挑戦していきます。これにより、本来住民が保健師などから提供  
されるアドバイスを、アプリから簡単に取得できることをめざしていきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ウェルクルサービストップ画面イメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

健診情報活用時の「健康アドバイス」遷移画面１ 
 

健診情報の活用

健康アドバイス



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

健診情報活用時の「健康アドバイス」遷移画面２（心臓血管病進行度チェック） 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

健診情報活用時の「健康アドバイス」遷移画面 3 
 
 
 
 
 
 
 
 


